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答申概要 

（審査会の結論） 

本件処分は一部取り消されるべきである。 

（理由） 

本件処分の家屋の課税部分は非課税に相当するため認定の取り消しを求めるとの審査請求

人の主張には理由がないが、原処分のうち課税部分と認定されている本件家屋の一部につい

ては、按分課税とすべきである。 

 


